
【移動販売現地視察】
「たすけ愛信太」の会員で日の丸観光㈱が実施している移動販売を視察しました。

〇 8/25（水）紀美野町～新城地区

〇 8/27（金）高野口地区 高齢者住宅～九度山町
（梅林地区・河根地区）

滞在時間は１５分～２０分程度、販売車の
駐車する場所は広場や家の庭先であるが、地
区によっては一軒一軒を訪問するところもあ

る。商品の種類は 1,000 アイテム程度。（生もの・お惣菜・生活用品等）今後は「何か
変わりない？」などの声かけや安否確認等、見守り活動もしていきたいとのことである。
（移動販売について関心のある方は、区長または世話人にご連絡ください。）

【第３回たすけ愛信太会議で出された意見】（9/17金）

発行：たすけ愛信太
<世話人>

籔下 純男（田 原）
井本 正和（嵯峨谷）

２０２１年１１月 第４号-す み よ い 地 域 を め ざ し て-

１ 移動販売について

・少人数でも、一人でも家の前まで来て対応していただけるのでありがたい。また商品も豊

富で、冷蔵庫まで装備されており刺身までありました。

・移動販売車には多くの種類の商品が載っていて驚きました。既に売り切れた商品を求める

人が結構いたように感じました。売れ筋の商品の量については工夫が必要かと思いました。

・移動販売は、もう既に安否確認も兼ねていると感じました。

・陳列されているたくさんの商品を見た時の購入者の笑顔がすごく良かった。

・今は必要でないかもしれないが、近い将来は来て欲しいかも。

２ 可能な助け合い・悩んでいること・取り組んでいること

・「台風くるから、どう？困ってない？」とか、チョットその気になれば、一歩踏み出せば

隣近所で声かけはできると思う。

・一人暮らしの人でも時々子どもたちが来てくれている。まだ、他人の世話にはなりたくな

いと思っている人もいるようだ。

・私たちの地区では以前よりつながりが希薄になっている。（コロナで区の行事がなくなっ

たせいもある）集落の人の交流の場が少なくなってきていることが気になる。

・田原区では毎週木曜日に「いきいき 100才体操」をおこない、健康増進に取り組んでいる。



【研修会の報告】
９月１日・２日と横浜市で「いきがい・助け合いサミット in 神奈川」が開催されま

した。コロナ渦ということもあり、会員や世話人はオンラインで研修しました。下記は
出された意見の中で、心に残った考えさせられる内容や言葉を簡単にまとめました。

（※文中の「第２層協議体」は信太地域では「たすけ愛信太」という愛称です。）
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